
 

 

 

 

 

 

 

新潟平野における各ボーリングの堆積相と堆積環境 

 

卜部厚志（新潟大学積雪地域災害研究センター） 

 

１ はじめに 

新潟平野は，複数列の砂丘列が発達する日本海

側を代表する海岸沖積平野である．これまで新潟

平野は，縄文海進をピークとする海水準の上昇と

その後の堆積システムの前進（海退）によって形

成されたものとして考えられてきた．しかし，安

井ほか(2000)による平野中央部での珪藻化石群

集を用いた予察的検討から，縄文海進以降にも 2

層準にわたって汽水成層の挟在が確認され，海進

が起こっていることが指摘されていた．一方，本

研究代表者らのこれまでの検討により，新潟平野

中央部では第１砂丘列に相当するバリアーシス

テムは地表下約 20ｍ，第２砂丘列に相当するも

のは約 12-15ｍに埋没していることが推定され，

堆積相の累重関係と 2 次元的な分布から，これら

は，単純な堆積システムの前進に伴って形成され

それらが順次沈降したものではなく，堆積システ

ムの前進による埋積と相対的な海進に伴う堆積

システムの後退を繰り返していることが予測さ

れた．さらに，平野を形成するシステムは，バリ

アーシステムのみではなく地域によってはデル

タシステムも存在し，このデルタシステムも前進

と後退をしていることが明らかになりつつあっ

た． 

このような新潟平野に関する沖積層の研究状

況を受けて本研究では，新潟平野でとらえること

ができた縄文海進以降の相対的海水準変動の検

討を発展させ，その変動（海進‐海退の回数）の

規模や要因等についてより具体的に明らかにす

るとともに，この相対的海水準変動に伴う平野の

堆積システムの移動と平野の埋積過程を明らか

にすることを目的として，ボーリングコアを中心

に検討を行った． 

まずここでは本研究で掘削したボーリングの

層相と堆積環境などの検討結果を示し，次項で，

本研究でのボーリングとこれまでに掘削したボ

ーリングを総合して検討を加えた結果を述べる．

総合的な検討は，吉田がラグーンの空間的な広が

り（平野での南北方向）の中での相対的な海水準

変動の検討結果を示し，卜部ほかがラグーンから

バリアーの前進する海岸線方向（平野でのシステ

ムの前進方向）での相対的な海水準の変動につい

て述べる． 

 

２ 各ボーリング地点の層相と堆積環境 

 本研究で掘削したボーリングは，これまでに本

研究代表者らが関係して掘削したボーリング試

料を有効に活用するため，目的別に掘削地点を選

定した（第１図）． 

2.1 福島潟ボーリング（FG-1） 

掘削目的：先行研究の旧紫雲寺潟地域の KJSN コ

ア（科研費：信州大学，保柳康一）と白根地域の

SRSN コア（科研費：信州大学，保柳康一）で捉

えられた細かいスケールの相対的海水準変動の

追跡とラグーン側の広域的な変化を検討するた

めに，両者の中間地点で，泥質堆積物が厚く発達

することが予測される福島潟地域において掘削

箇所を選定した． 

掘削位置：豊栄市前新田（北緯 37 度 54 分 59 秒，

東経 139 度 14 分 32 秒） 

掘削仕様：孔口標高 0m，掘削深度 71m，コア径

66mm，ダブルコアチューブ・コアパックオールコア 

堆積相と堆積環境の概要（第 2図，写真１） 

掘削深度１.00～3.13m：湖沼堆積物 

[岩相] 炭質な砂質シルト層からなる．主に塊状

を呈するが，不明瞭な平行葉理を伴うこともある．

一部で弱い生物擾乱が認められる．散在的に多く

の炭質物片を含む．下位層に漸移的に重なる． 

[堆積環境] 浮遊物質から沈積した泥からなるこ

とや，植物根化石や腐植物層が認められないこと

から，比較的水深のある停滞した水域で形成され

たことを示している．さらに，下位層に相当する

ラグーン堆積物に比べ，生物擾乱や生痕化石が減

少することから，淡水環境に変化したことが読み

取れる．以上の特徴から，本堆積相は湖沼の堆積

物と解釈される． 

掘削深度 3.13～30.36m：ラグーン堆積物 

[岩相] 弱く平行葉理が発達する部分と，著しい

生物擾乱や生痕化石のため塊状を呈する部分が

繰り返すシルト～砂質シルト層からなる．これら

の変化は数 mオーダーで，ほぼ同じ頻度で確認で

きる．単層の厚さは約 2～3cm であり，比較的厚

い．まれに，砂の薄層を挟在する．しばしば散在

的に炭質物片や小型の貝化石が産出する．下位層

に漸移的に重なる． 

[生痕化石] 直径 3～10cm の Ophiomorpha が全体

に多く観察される．一部に直径 0.5～4cm の

Thalassinoides, 直径 2～6cm の Skolithos, 直

径 2～3cmの Teichichnus 直径 1cm の Planolites

が認められる．
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第 1図 新潟平野の地形とボーリング掘削地点

 

[堆積環境] 本堆積相は炭質物片や貝化石を含有

する厚い泥層を主体とする．生物擾乱や貝化石の

存在は海成であることを強く示唆し，炭質物片の

存在は河川からの供給が近いことを示唆する．こ

れらの特徴は河川流入と波浪とが干渉しあい，厚

い泥質堆積物を形成するラグーン環境を良く示

している．また，本堆積相は数 mオーダーで平行

葉理部と生物擾乱部が繰り返している．平行葉理 

 

部は底棲生物の活動が制限され，初生的堆積構造

が保存されるような貧酸素の底層環境，生物擾乱

部は底層に酸素が供給され，底棲生物が活発に活

動できるような，溶存酸素が豊富な底層環境で形

成されたことを示している．つまり，福島潟地域

のラグーンは短周期的に底層環境が変化してい

たと考えられる． 
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第 2図 FG-1 コアの層相と堆積環境 

 

掘削深度 30.36～58.27m：湾頭デルタ堆積物 

[岩相] 極細粒～粗粒砂層，砂泥互層，砂質シル

ト層からなる．約 2～5m ごとに，シルト層から砂

泥互層，そして中粒～粗粒砂層へと累重する上方

粗粒化の繰り返しが認められる．砂層は平行葉理，

トラフ型斜交層理，大型のフォアセット斜交層理

が発達する．主に級化構造を示し，基底に侵食面

を伴う．淘汰は普通～良い．中礫サイズのシルト

の偽礫を含む．最下部には不淘汰な中粒～極粗粒

砂層が認められ，内部に細～中礫や同サイズのシ

ルトの偽礫を含む．しばしば散在的，もしくは濃

集して炭質物片が産出する．一部のシルト層や砂

泥互層に，生物擾乱や生痕化石が認められる．全

体として上方細粒化を示す．下位層に明瞭な侵食

面をもって接する． 

[ 生 痕 化 石 ] 一 部 に 直 径 0.5 ～ 4cm の

Thalassinoide, 直径 7cm の Skolithos, 直径 1

～5cm の Ophiomorpha, 直径 3cm の Teichichnus

が認められる． 

[堆積環境] 炭質物片を多く含むことや大型のフ

ォアセット斜交層理が発達することから，河川の

影響を強く受けていたと考えられる．しかし，一

部で生物擾乱や生痕化石を伴うことから，海水の

影響が示唆される．よって，本堆積相は湾頭デル

タの堆積物と解釈できる．また，約 2～5m ごとに

上方粗粒化する堆積相の累重様式は，デルタロー

ブのプログラデーションを特徴的づけている．す

なわち，砂質シルト層･砂泥互層はプロデルタ，

極細粒～粗粒砂層はデルタフロントに相当する

と考えられ，プロデルタからデルタフロントへの

上方浅海化を示している．さらに，本堆積相は全

体として上方細粒化し，上位のラグーン堆積物に

漸移することから，海水準の上昇に伴いバリアー

島システムがより陸側へ移動したことを表して

いる．
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写真 1-1 福島潟コア（FG-1） 深度 0-5ｍ 

 

写真 1-2 福島潟コア（FG-1） 深度 5-10ｍ 

 

写真 1-3 福島潟コア（FG-1） 深度 10-15ｍ 

 

写真 1-4 福島潟コア（FG-1） 深度 15-20ｍ 
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写真 1-5 福島潟コア（FG-1） 深度 20-25ｍ 

 

写真 1-6 福島潟コア（FG-1） 深度 25-30ｍ 

 

写真 1-7 福島潟コア（FG-1） 深度 30-35ｍ 

 

写真 1-8 福島潟コア（FG-1） 深度 35-40ｍ 
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写真 1-9 福島潟コア（FG-1） 深度 40-45ｍ 

 

写真 1-10 福島潟コア（FG-1） 深度 45-50ｍ 

 

写真 1-11 福島潟コア（FG-1） 深度 50-55ｍ 

 

写真 1-12 福島潟コア（FG-1） 深度 55-60ｍ 
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写真 1-13 福島潟コア（FG-1） 深度 60-65ｍ 

 

写真 1-14 福島潟コア（FG-1） 深度 65-71ｍ 

 

 

掘削深度 58.27～71.00m：河川堆積物 

[岩相] 細礫層，極細粒～極粗粒砂層，砂泥互層，

砂質シルト層からなる．細礫層は淘汰が悪く，中

礫を多く含む．礫の形状は亜円～角である．砂層

は淘汰が悪く，細～中礫を含む．級化構造が発達

し，基底に侵食面を伴う．シルト層は主に塊状で，

腐植物質である．散在的に炭質物片が産出する．

生物擾乱は掘削深度 68m 付近でのみ，弱く認めら

れる． 

[堆積環境] 本堆積相は不淘汰で炭質物を多く含

むこと，生物擾乱がほとんど認められないことか

ら，非海成の河川環境で形成されたことを示唆す

る．したがって，級化構造を示す砂層や砂礫層は

河川流路の堆積物，腐植物質な泥層や砂泥互層は

氾濫原の堆積物と解釈される． 

[堆積相の累重様式と古環境変遷]堆積相の累重

様式と古環境の変遷については，本報告の吉田の

項で詳細に述べられているので，ここでは省略す

る． 

 

 

2.2 岩船潟ボーリング（IG-1） 

掘削目的：先行研究の旧紫雲寺潟地域の KJSN コ

ア（科研費：信州大学，保柳康一）と白根地域の

SRSN コア（科研費：信州大学，保柳康一）で捉

えられた細かいスケールの相対的海水準変動の

広域的な比較検討を行なうために，両者とは地域

が離れラグーンの水隗としては独立した存在で

ある岩船潟地域において掘削箇所を選定した． 

掘削位置：神林村助渕（北緯 38 度 11 分 42 秒，

東経 139 度 27 分 44 秒） 

掘削仕様：孔口標高 2m，掘削深度 30m，コア径

66mm，ダブルコアチューブ・コアパックオールコア 

堆積相と堆積環境の概要（第 3図，写真 2） 

掘削深度 1.41～4.15m：湾頭デルタ堆積物 

[岩相] 主に中～粗粒のやや淘汰の悪い砂層から

なり，斜交層理もみられることがある．弱く平行

葉理が発達し，生物擾乱を受けた砂質シルト層を

挟在する．砂層部分の層厚は，20～25cm 程度で

あり比較的厚く，単層の基底部分は浸食面である

ことが多い． 

[堆積環境] 炭質物片を含むことや斜交層理が発
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達することから，河川の影響を強く受けていたと

考えられる．しかし，一部で生物擾乱を伴うこと

から，海水の影響が示唆される．よって，本堆積

相は湾頭デルタの堆積物と解釈できる． 

掘削深度 4.15～15.60m：ラグーン堆積物 

[岩相] 弱く平行葉理が発達する部分と，著しい

生物擾乱や生痕化石のため塊状を呈する部分が

繰り返すシルト～砂質シルト層からなる．単層の

厚さは約 2～3cm である．砂の薄層を多く挟在す

る．砂層は平行葉理やまれにウエーブリップルを

示すことがある．しばしば散在的に炭質物片や貝

化石片が産出する．下位層に漸移的に重なる． 

[生痕化石] Ophiomorpha が全体に多く観察され

る ． 一 部 に Thalassinoides, Skolithos, 

Teichichnus Planolites が認められる． 

[堆積環境]全体としては，泥質な環境で，生物擾

乱や生痕化石が発達することからラグーンの堆

積環境と考えられる．多く挟まれる砂層の薄層は，

ウエーブリップルを伴うことから波浪により海

側からもたらされたものと考えられる． 

掘削深度 15.60～16.34m：ラグ堆積物あるいは河

川堆積物 

[岩相] 深度 15.60～16.00 は，細礫を比較的多く

含む砂質シルト層からなり，この下位は，中礫～

細礫層からなる．礫層の部分は約 30cm であり，

基底は浸食面である． 

[堆積環境]礫層は河川堆積物の特徴をしめして

いる．この礫層の下位は生物擾乱のみられるシル

ト層に変化することから，河川の氾濫原あるいは

若干の塩分要素のある潟端のような堆積環境か

ら，層厚約 30ｃｍの礫層が単層で挟在している

ことになる．よって，礫層は，河川の氾濫原の環

境に礫質なチャネルがシフトしてきたと考える

よりも，本格的な海進の基底層準に位置すること

から，海進にともなるラグ堆積物である可能性が

高いものと思われる． 

掘削深度 16.34～26.40m：河川堆積物 

[岩相] 細礫層，極細粒～極粗粒砂層，砂泥互層，

砂質シルト層からなる．細礫層は淘汰が悪く，中

礫を多く含む．礫の形状は亜円～角である．砂層

は淘汰が悪く，細～中礫を含む．級化構造が発達

し，基底に侵食面を伴う．シルト層は主に塊状で，

腐植物質である．ほとんど有機物からなる層準

（層厚 2m 程度）を挟在する．生物擾乱は掘削深 

 

 

度 16.34～17.00m 付近でのみ弱く認められる． 

[堆積環境] 本堆積相は不淘汰で炭質物を多く含

むこと，生物擾乱がほとんど認められないことか

ら，非海成の河川環境で形成されたことを示唆す

る．したがって，級化構造を示す砂層や砂礫層は

河川流路の堆積物，腐植物質な泥層や砂泥互層は

氾濫原の堆積物と解釈される． 

掘削深度 26.40～30.00m：ラグーン堆積物 

[岩相]著しい生物擾乱や生痕化石のため塊状を

呈するシルト～砂質シルト層からなる．しばしば

散在的に炭質物片産出する． 

[生痕化石] Ophiomorpha が全体に多く観察され

る．一部に Thalassinoides が認められる．[堆積

環境]全体としては，泥質な環境で，生物擾乱や

生痕化石が発達することからラグーンの堆積環

境と考えられる．多く挟まれる砂層の薄層は，ウ

エーブリップルを伴うことから波浪により海側

からもたらされたものと考えられる． 

堆積相の累重様式と古環境変遷：IG コアにおい

て堆積相解析と TOC･TN･TS 濃度測定（第 4図）か

ら岩船潟地域の古環境変遷を復元した．すなわち， 

第 3図 岩船潟（IG-1）ボーリングの柱状図 
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 深度 1～5ｍ

 深度 5～10ｍ 

 深度 10～15ｍ 

 深度 15～20ｍ 

 深度 20～25ｍ 

 深度 25～30ｍ 

写真 2 岩船潟（IG-1）のコア写真 
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第 4図 岩船潟（IG-1）コアにおける TOC･TN･TS 

ラグーン→河川→ラグーン→湾頭デルタへと

変化している．約 1万年前以前(更新世)の岩船潟

地域は河川環境にあったと考えられ，これ以降に

なると，縄文海進に伴い海岸線が陸側へ後退し，

岩船潟地域は海水の影響があるラグーンへと変

化する．コアの上位の層準は堆積相からは湾頭デ

ルタとしているが，挟在するシルト層での TOC･

TN･TS 濃度測定からは強い海水の影響が表れて

いる．また，地表付近の浅い深度でも，約 6000

年前程度の年代を示しており，岩船潟の埋積は縄

文海進に伴って進行して，そのピークをもってほ

ぼ埋積が完了し，それ以降の変動が少ないものと

推定される． 

 

2.3 沼垂小ボーリング（NT-1） 

掘削目的：新潟市東部において先行研究のボーリ

ングコア（新潟大学：小林昌二科研費）で推定し

たデルタを主体とする堆積システムの空間的分

布を検討すること，新潟市東部の新砂丘Ⅱに相当

する砂丘列の形成システムを明らかにすること

を目的として新砂丘Ⅱに立地している新潟市沼

垂小学校校地内において掘削箇所を選定した． 

掘削位置：新潟市鏡ヶ岡（北緯 37 度 54 分 57 秒，

東経 139 度 4 分 23 秒） 

掘削仕様：孔口標高 2m，掘削深度 30m，コア径

66mm，ダブルコアチューブ・コアパックオールコア 

堆積相と堆積環境の概要（写真 3-1,2,3） 

掘削深度 0.20～1.70m：古土壌（砂丘砂） 

[岩相] 主に中～細粒のやや淘汰のよい砂層から

なる．弱く平行葉理が発達することもある．土壌

化の影響を受けて薄い褐色を呈している． 

[堆積環境] やや淘汰のよい砂層であり，現在の

地形が砂丘であることからも，風成の砂丘堆積物

であると推定できる． 

掘削深度 1.70～9.00m：前浜～後浜堆積物 

[岩相] 主に細～中粒の淘汰のよい砂層からなり，

平行葉理が発達する層準もある．また，やや淘汰

が普通ないしは悪く砂鉄の葉理がみられる層準

もある．生物擾乱はほとんどみられない． 

[堆積環境]全体としては，淘汰のよい砂層であり，

前浜堆積物の特徴的な平行葉理を伴うことから，

ほとんどの層準は前浜の堆積環境を示している

ものと推定できる．一部には相対的に比較する 
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写真 3－1 沼垂小コア（NT-1）のハギトリ（小学校に寄贈した形態） 

 

 
写真 3－2 沼垂小コア（NT-1）のハギトリ（小学校に寄贈した形態） 
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写真 3－3 沼垂小コア（NT-1）のハギトリ（小学校に寄贈した形態） 

 

やや淘汰が悪く砂鉄の葉理がみられる層準も挟

在する．この層準は前浜よりはやや後浜的な堆積

環境を示しているものと思われる．全体として前

浜から後浜の堆積環境が連続しており，外浜の堆

積環境を示していない特徴がある．掘削深度

9.00～17.75m：プロデルタ堆積物 

[岩相] 主に細～中粒の砂層からなり，斜交層理

が発達する層準もある．また，単層は層厚約 10

～15cm で級化していることが多い．砂層の構成

粒子は，上位の波浪の影響下で堆積した砂層と比

較するとややや角ばったものがおおく，河川の影

響が強いことが示唆される．生物擾乱はほとんど

みられない． 

[堆積環境]全体としては，斜交層理を伴う砂層で

構成粒子の円磨度から見ると河川から供給され

たものと考えられる．河川チャネルの堆積物のよ

うな粗粒な層相や自然堤防，氾濫原の泥質堆積物

を挟在しないことから，河川の影響の強いプロデ

ルタの堆積物であると考えられる．この層準には

約 4700 年前の沼沢火山の火砕流噴火の 2 次堆積

物である軽石を葉理状に挟在する． 

掘削深度 17.75～30.00m：エスチュアリー堆積物 

[岩相]著しい生物擾乱や生痕化石のため塊状を

呈するやや淘汰の悪い細粒砂層からなる． 

[生痕化石] Ophiomorpha が全体に多く観察され

る．一部に Thalassinoides が認められる． 

[堆積環境]全体としては，砂質な環境で，生物擾

乱や生痕化石が発達することからエスチュアリ

ーの堆積環境と考えられる． 

堆積相の累重様式と古環境変遷：全体の堆積環境

の変遷は，下位よりエスチュアリー，プロデルタ，

前浜～後浜，砂丘の順に堆積環境が変化する．掘

削の目的の一つである新潟市東部地域で確認で

きる河川成のデルタの堆積物の分布は，本コアで

は確認できなかったが，沼沢火山起源の軽石層を

鍵層とすると本コアではプロデルタ堆積物の層

準に対比できる．このことは古阿賀野川水系が形

成したデルタは典型的な扇形のデルタではなく，

鳥趾状のデルタである可能性が高いものと推定

できた．また，もう一つの目的である新砂丘Ⅱに

相当する砂丘列の形成過程という課題に対して

は，新潟市東部では典型的なバリアーシステムの

堆積相の累重を示すのではなく，デルタあるいは

プロデルタにより浅海化して離水した環境に，最

終的に風成の砂丘砂が堆積したことが明らかと

なった．新潟市西部での新砂丘Ⅱ相当の砂丘列で

はバリアーシステムのタイプの堆積相の累重関

係が認められており，同じ新潟平野のなかでも
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第 5図 沼垂小学校での総合学習（新潟日報） 

 

浅海化して最終的に離水に至る過程が異なり，平

野に分布する砂丘列は成因の異なる地盤を基に

形成されたものであることが明らかとなった． 

 

 

＊沼垂小学校校地内での掘削にあたり，掘削試料

はハギトリの形にして小学校理科の教材として，

学校に寄贈した．また，このハギトリを用いて総

合学習（出前授業）を行なった（第 5図）．
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2.4 新潟大学ボーリング（IK-1） 

掘削目的：新潟市西部において先行研究のボーリ

ングコア（新潟大学：小林昌二科研費）で推定し

たバリアーシステムの移動過程を明らかにする

ために，一番海岸側の砂丘列（新砂丘Ⅲ）に立地

する新潟大学内において掘削箇所を選定した． 

掘削位置：新潟市五十嵐 2 の町（北緯 37 度 52

分 41 秒，東経 138 度 56 分 24 秒） 

掘削仕様：孔口標高 5.3m，掘削深度 70m，コア径

66mm，ダブルコアチューブ・コアパックオールコア 

堆積相と堆積環境の概要（第 6図，写真 4） 

掘削深度 0.64～12.34ｍ：後浜堆積物 

「層相」比較的淘汰のよい細～中粒砂層からなる．

細～中粒砂層は数度傾く砂鉄による平行葉理が

発達することもある．生痕化石が認められること

が多い．泥質な細～極細粒砂層の薄層や泥質なド

レイプを伴う細粒砂を挟在する場合もある．また，

比較的淘汰のよい細粒砂層であるが全体に塊状

で生痕化石や生物擾乱の影響がみられないもの

も挟在する． 

「堆積環境」比較的淘汰がよく砂鉄による平行葉

理がみられる砂層や泥質なドレイプを伴う細粒

砂層は，前浜側からもたらされた堆積物であると

考えられ，後浜堆積物の特徴を示す．やや泥質な

細～極細粒砂層や生物の活動が見られる場合も

あることから，極浅い水域や生物が活動しやすい

地下水位の高い状況であることも示唆される．比

較的淘汰はよいが生物擾乱を受けていない塊状

の細粒砂層は，風成（砂丘）の堆積物である可能

性もある． 

掘削深度 12.34～24.06ｍ：前浜～下部外浜堆積

物 

「層相 a」非常に淘汰のよい中～粗粒砂層からな

り，数度傾く平行葉理が発達する．平行葉理のユ

ニットが下位の平行葉理のユニットを低角に切

り込むように累重している場合もある． 

「層相 b」淘汰のよい中～粗粒砂層からなる．塊

状であることが多いが，トラフ型斜交層理や平板

型斜交層理が認められることもある．生物擾乱は

わずかに認められる． 

「層相 c」淘汰のよい細～中粒砂からなる．堆積

構造は生物擾乱により乱されていることもある

が，低角に斜交する層理が多く認められる．低角

に斜交する層理は，コアでの正確な認定は難しい

がハンモック状斜交層理であると推定できる． 

「堆積環境」層相 a の砂層の淘汰がよくマトリッ

クスが少ないことは，定常的に波浪の影響を受け

堆積したことを示唆している．数度傾く平行葉理

は，前浜堆積物の特徴を示す（増田・横川，1988；

岡崎･増田，1992）．層相 bの砂層は，淘汰がよく

比較的高いエネルギーの波浪や流れによってつ

くられる dune の累積によって形成される．この

堆積相は，静穏時波浪限界より浅い上部外浜の堆

積物であると考えられる．層相 c は，ハンモック

状斜交層理がみられることや堆積相 SF3 を伴う

ことから，この堆積相は，下部外浜の堆積物であ

ると考えられる． 

掘削深度 24.06～70.00ｍ：エスチュアリー堆積物 

「層相 a」やや淘汰のよい細～極細粒砂層を主体

として，やや泥質な極細粒砂層をはさむ．弱く正

級化することが多い．生物擾乱や Ophiomorpha

などの生痕化石が多くみられる．貝化石片を含む．

細～極細粒砂層には弱く平行葉理が発達するこ

とがある． 

「層相 b」やや泥質な細～極細粒砂層，やや淘汰

のよい細～極細粒砂層を主体として，砂質シルト

層の薄層をはさむ．砂層は塊状であることが多く，

弱く正級化することもある．生物擾乱や

Ophiomorpha, Thalassinoides, Chondrites など

の生痕化石が多くみられる．キサゴ

Umbonium(Suchium)costatum (Kiener)，マクラガ

イ Oliva musterina Lamarck，ホタルガイ

Olivella japonica Pilsbry，オオモモノハナ

Macoma (Macoma) preaetexta (Martens)などの貝

化石を含む．シルト層には弱く平行葉理が発達す

ることや炭質物の薄層を挟在することがある．

「層相 c」砂質シルト層と泥質な細～極細粒砂層

を主体とする．砂質シルト層は極細粒砂の薄層や

炭質物片をはさむ．層相 bよりも砂質シルト層の

層厚や挟在する割合が大きい．層相 b と同様に生

物 擾 乱 や Ophiomorpha, Thalassinoides, 

Chondrites などの生痕化石が多くみられる．
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第 6図 新潟大学コア（IK-1）ボーリングの柱状図 

 

 

また，含まれる貝化石も層相 bと同様である． 

「堆積環境」 

層相 a:特徴的な堆積構造や層相が認められない

ため，堆積環境や堆積深度の厳密な特定は困難で

ある．しかし，堆積相 LG4 よりは明らかに淘汰が

悪く，より細粒であることから定常的に波浪の及

ぶ深度よりはやや深い浅海の環境に堆積した砂

質堆積物であると推定できる．また，砂層は，平

行葉理がみられることや正級化していることか

ら，沖側へのやや弱い流れによってもたらされた

可能性がある． 

層相ｂ: 層相ｂは後述する層相 c との中間的な

層相を示す．特徴的な堆積構造や層相は認められ

ないが，層相 cよりはやや泥質な細～極細粒砂層

を主体として，砂質シルト層の薄層も挟在するた

め，層相 a よりは若干深い浅海の環境であると考

えられる．また，含まれる貝化石は水深 30ｍ程

度以浅に生息するものが多いことから，本相の堆

積深度も定常的な波浪の及ぶ深度よりも深く水

深 30ｍ程度の環境であると考えられる． 

層相 c:本相は層相ｂよりは泥質な層相を示す．

含まれる貝化石からは特に層相ｂより深い堆積

深度を示さないため，層相ｂと同様な深度の浅海

で層相ｂよりやや沖合いの泥質な堆積環境が推

定できる．本相の泥質な層相は，一般的な内側陸

棚に堆積するような細粒なシルトではなく，極細

粒砂層や炭質物片を多く挟在する砂質なもので

ある． 

堆積相の累重様式と古環境変遷：全体としては，

深度 70.00ｍから深度 24.06ｍまでの層準がエス

チュアリー要素が強い浅海で，それ以浅がバリア

ーサクセッション，後浜堆積物と変化する．詳細

は本報告の卜部ほかの項に示した．
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写真 4－1 新潟大学コア（深度 0-5ｍ） 

 

写真 4－2 新潟大学コア（深度 5-10ｍ） 

 

写真 4－3 新潟大学コア（深度 10-15ｍ） 

 

写真 4－4 新潟大学コア（深度 15-20ｍ） 
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写真 4－5 新潟大学コア（深度 20-25ｍ） 

 

写真 4－6 新潟大学コア（深度 25-30ｍ） 

 

写真 4－7 新潟大学コア（深度 30-35ｍ） 

 

写真 4－8 新潟大学コア（深度 35-40ｍ） 
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写真 4－9 新潟大学コア（深度 40-45ｍ） 

 

写真 4－10 新潟大学コア（深度 45-50ｍ） 

 

写真 4－11 新潟大学コア（深度 50-55ｍ） 

 

写真 4－12 新潟大学コア（深度 55-60ｍ） 
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写真 4－13 新潟大学コア（深度 60-65ｍ） 

 

写真 4－14 新潟大学コア（深度 65-70ｍ） 
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